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平成２０年度第３回行財政改革審議会会議録 

  

日  時  

平成２０年６月２７日 （金 ）午後３時～午後５時  

場  所  

流山市役所第２庁舎３階  ３０５会議室  

出席委員 

浅井委員（会長 ）、小口委員（副会長）、大内委員、井原委員、 

白須賀委員、杉浦委員、横山委員、井上委員、岩下委員、加藤委員、 

鎌田委員、後藤委員 

傍 聴  者  

なし 

欠席委員 

小嶋委員、洞下委員、清水委員、 

事  務  局  

遠藤行政改革推進課長、増田課長補佐、佐藤係長、 

染谷主査、秋元副主査  

議事内容 

別添議事録のとおり 

議  題  

・新行財政改革実行プランの進捗状況について 

・行政評価の外部評価について 
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議事録（概要 ）  
 

（会長 ） 

開会宣言  

本日の議題は、「新行財政改革実行プランの進捗状況について」と「行政評

価の外部評価について」の 2 項目である。 

第 ２回の審議会で編成された各部会において、それぞれヒアリングを実施しな

がら審議を進め、その概要の報告をしていただき、全体会議でさらに議論を行い、

答申として取りまとめていく予定である。スケジュールについてだが、「新行財政改

革実行プランの進捗状況について」は９月上旬の答申を予定している。「行政評

価の外部評価について」は、９月上旬に各部局長が行なう施策の２次評価に外

部評価結果を反映させたいとのことから、中間報告を８月中旬までにできるように

したい。かなりタイトなスケジュールとなるが、効率よく進めていきたい。 

本日は、それぞれの部会で審議していただく資料について、事務局から説明

があり、その後各部会に分かれてヒアリングの視点やスケジュールについて決めて

いただきたい。 

新行財政改革実行プラン実施状況及び見直し結果報告書について事務局

から説明をお願いしたい。 

 

（事務局 ） 

～資料１について説明～ 

 

（会長 ） 

事務局から説明のあった見直し結果報告書について、各委員から質問や自

由な意見を求めたい。 

 

（委員 ） 

実施時期の欄に「実施 （充実 ）」とあるが、「実施 」との違いについて説明願い

たい。 

 

（事務局 ） 

実施をしても項目の性質上 「終わり」がないものについては、さらに精度を高め

ることが必要となるので、そういった項目については「実施 （充実 ）」と表記した。 
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（委員 ） 

 語句の定義の注書きがあれば、そういった違いを理解しやすい。 

 

（委員 ） 

２０年度、２１年度と未来の欄について「充実 」という語句があることに違和感が

ある。 

 

（委員 ） 

実施時期 （年度 ）の欄は、理解しにくい。そのためこのような誤解と異論が生じ

てしまう。ガントチャートの形態を導入すると明確になるかと思われる。 

 また、「関連 」という欄を設けて、「この改革項目は、別の№○○の改革項目と関

連している」ということが表示されるとよい。 

 

（事務局 ） 

 今後、明瞭な様式へ向けて修正を行なっていく。 

 

（会長 ） 

新行財政改革実行プランの進捗状況を担当するグループの方たちには、この

資料１について熟読されたうえで、今後の担当課ヒアリングを行っていただくことに

なる。 

続いて、行政評価の外部評価について事務局から説明をお願いしたい。 

 

（事務局 ） 

～行政評価のスケジュールにおける外部評価の位置づけについて、及び施策

管理シート（資料２、３）の見方について説明～ 

 

（会長 ） 

事務局から説明にもあったが、施策の２次評価に当審議会の審議内容を反

映していただくためにも外部評価の中間報告を８月下旬ごろまでにまとめたい。そ

のためには８月中旬 （盆明け）に全体会議の開催し、そこで各論をとりまとめ、そ

れまでは各グループが担当課とのヒアリングを実施していただくこととなる。その開

催回数や日時についてグループごとに調整を行なっていただきたい。 

同様に、実行プラン進捗状況についても８月中旬の全体会議で各論のとりまと
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めができるよう、ヒアリング等のスケジュール調整を行なっていただきたい。 

 

（委員 ） 

昨年度の新行財政改革実行プランの答申日が、外部評価の答申日より１ヶ

月後となっていたが、今年度は何故早まるのか。 

 

（副会長 ） 

昨年度は、部会編成を行なわずに審議を進め、先に外部評価について答申

し、その後実行プランの答申を行なった。審議内容が複雑化したこともあって、今

年度は、部会方式で審議を進めることになった。そのため、答申は同時に行なえ

るということからである。 

 

（会長 ） 

ヒアリングの期間や回数について事務局から補足説明を願いたい。 

 

（事務局 ） 

期間は、７月から８月上旬までとし、数回に分けて開催されたい。担当課に対

する回数についての制限はないので、ヒアリング後の再ヒアリングも可能だが、メー

ル等で質問を受け、回答といった方法も可能である。 

 

（会長 ） 

部会ごとに分かれ、スケジュール調整を行っていただきたい。 

 

【部会ごとのテーブルでスケジュールを決定】 

 

Ａ班 （実行プラン進捗状況担当） 

    ヒアリング ①7/23 10：00～12：00 ②7/29 13：30～16：00 

 ミーティング 8/6 13：30～16：00 

Ｂ班 （外部評価担当１） 

    ヒアリング ①7/15 14：00～17：00 ②7/25 13：00～15：30 

Ｃ班 （外部評価担当２） 

    ヒアリング ①7/14 13：30～16：30 ②7/25 13：30～15：30 
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（会長 ） 

次回の審議会については、事務局から連絡願いたい。 

 

（事務局 ） 

第 ４回の全体の審議会は、８月２２日 （金 ）午後２時からの開催としたい。 

 

（会長 ） 

それまでの間に各部会で各論のとりまとめていただくことをお願いしたい。以上

で第３回行財政改革審議会を閉会します。 

以上  

 

  平成２０年６月２７日  

  流山市行財政改革審議会  

    会長  浅井  昌之  


